
そ
し
て
苦
悶
で
節
く
れ
だ
っ
た
額
の
深
い
溝
は
、
い
つ
ま
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
」
（
ボ
ス
ト
ン
の
医
学
校
に
お
け
る
挨
拶
）

こ
の
言
。
鼻
○
口
の
信
奉
者
の
書
簡
は
、
一
八
四
七
年
五
月
三
十

日
、
祠
堅
急
冑
旦
夛
母
国
①
国
に
よ
る
扇
○
日
⑦
シ
ｏ
８
巨
貝
呉
国
５

Ｆ
固
弓
西
国
○
ｚ
」
（
ボ
ス
ト
ン
刊
）
に
収
載
さ
れ
た
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
・
医
の
博
物
館
）

烈
し
い
苦
難
を
宣
告
す
る
原
始
的
な
呪
い
を
自
然
自
身
が
作
り
だ

す
。

し
か
し
、
お
お
っ
て
い
る
極
度
の
不
快
は
、
忘
却
の
水
に
浸
っ
て

し
ま
っ
た
。

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
十
月
十
三
日
、
紀
州
の
華
岡
青
洲
は
、
大

和
五
条
村
の
藍
屋
か
ん
に
対
す
る
乳
癌
の
手
術
を
、
彼
が
開
発
し
た

通
仙
散
（
一
名
麻
沸
湯
）
を
用
い
た
全
身
麻
酔
下
に
敢
行
し
た
。
こ
の

事
績
は
、
日
本
の
医
学
史
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
業
績
で
あ
り
、
も

ち
ろ
ん
青
洲
の
事
績
の
中
で
も
最
大
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

青
洲
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
従
来
系
譜
的
研
究
、
学
統
の
研

究
、
弟
子
の
研
究
、
著
述
の
研
究
、
さ
ら
に
は
通
仙
散
開
発
の
経
過

の
研
究
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
通
仙
散
そ
れ
自
身
に
関
す
る
実

験
的
研
究
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

演
者
は
、
青
洲
と
同
じ
処
方
の
通
仙
散
を
製
し
、
ウ
サ
ギ
、
犬
な

ど
に
投
与
し
て
、
果
し
て
麻
酔
効
果
が
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
併
せ

て
、
従
来
問
題
に
な
っ
て
い
る
華
佗
の
麻
沸
散
の
主
要
成
分
に
さ
れ

15

華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
通
仙
散
に
関
す
る

実
験
的
研
究

松
木
明
知
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て
き
た
大
麻
今
リ
フ
ァ
ナ
薬
効
成
分
は
テ
ト
ラ
ハ
ィ
ド
ロ
ヵ
ン
ナ
ピ
ノ
ー

ル
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
研
究
を
行
い
大
変
興
味
あ
る
結
果
を
得
た

の
で
報
告
す
る
。

右
の
実
験
の
結
果
、
通
仙
散
、
を
人
の
投
与
量
の
十
倍
量
を
ゥ
サ
ギ

に
投
与
し
て
も
、
全
く
麻
酔
の
効
果
は
な
く
、
犬
で
は
二
倍
量
で
死

当
‐
頁
）
ｏ
大
庶
一
」
つ
い
て
ば
、
ラ
ッ
ト
、
犬
、
ウ
サ
ギ
の
い
ず
れ
も

に
投
与
し
て
も
、
全
く
麻
酔
（

亡
し
た
。
大
麻
に
つ
い
て
は
、

全
く
麻
酔
効
果
が
な
か
っ
た
。

全
く
用
画
一
匁
昇
力
虎
力
》
ｆ

こ
の
こ
と
か
ら
通
仙
散
の
効
果
に
つ
い
て
は
種
差
が
著
し
く
、
青

洲
は
動
物
実
験
を
も
行
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
動
物
実
験
に
よ

っ
て
は
、
人
へ
の
至
適
投
与
量
を
決
定
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易

に
理
解
で
き
る
。
こ
の
た
め
青
洲
は
母
や
妻
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て

人
体
実
験
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
大
麻
に
つ
い
て

は
、
第
六
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
の
会
長
講
演
で
も
発
表
し
、

そ
の
後
も
実
験
を
続
け
て
い
る
が
、
単
独
使
用
で
は
全
く
麻
酔
効
果

は
な
く
、
麻
沸
散
の
「
麻
」
は
大
麻
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
最
後
に
通
仙
散
を
内
服
し
た
教
室
員
に
つ
い
て
も
報
告
す
る

扉
、
こ
れ
に
封
し
て
は
、
日
本
医
事
新
報
（
二
三
三
ハ
号
、
昭
和
六
十

る
。
最
後
に
通
仙
撒
を
広
》

が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、

三
年
）
に
発
表
し
て
あ
る
。

医
学
史
の
研
究
は
史
料
に
準
拠
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
は
不
十
分
な
こ
と
が
あ

り
、
今
回
行
っ
た
よ
う
な
実
験
的
研
究
を
も
加
味
す
る
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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